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第第 2222 回回ＧＧＯＯＴＴＩＩＣＣ教教育育セセミミナナーーののごご案案内内 

 

GOTIC 正会員・賛助会員の皆様 

平素より GOTIC 臨床研究に多大のご協力をいただき、ありがとうございます。 

さてこのたび、第 22 回 GOTIC 教育セミナーを下記の要領で開催いたします。 

今回は新年の教育セミナーにふさわしいよう、数々の趣向を凝らした内容に致

しました。 

まず、GCIG の参加報告をしてもらいます。続いて統計家の濱野鉄太郎先生にア

ンブレラトライアルについてご講演いただきます。メイントピックは、がん研究

会の森誠一先生に婦人科がんゲノムプロジェクトについて解説していただきます。

全ゲノム解析の時代を迎えて今後新しい治療法を開発する上で、私たち臨床医が

何を考えながら臨床試験を組み立てて行くべきか、参考になることを期待してい

ます。 

お誘い合わせのうえふるってご参加ください。 

  
GOTIC 理事長       鈴 木 光 明 

GOTIC 運営委員会 委員長 藤 原 恵 一 

 

記 

 
開催日時 ：平成２8 年 1 月 30 日（土）18：30～21：00 

※ お弁当を準備いたします 

場  所 ：大宮ソニックシティ 6 階 604 

            さいたま市大宮区桜木町 1-7-5 

             TEL: 048-647-4111（代表） 

          参 加 費 ：無 料 

（賛助会員には、1 社あたり 2 名までの参加でお願いいたします） 

        

 参加を希望される方は、別紙参加申込書を 1/15 までに GOTIC 事務局 FAX

（049-292-9048）かメール添付（gotic@gotic.jp）で送信してください。 

 

 



 

プ ロ グ ラ ム 
 

 

・開会の辞  

 

・GCIG 参加報告  

公益財団法人 神奈川科学技術アカデミー（KAST） 

グローバルヘルスリサーチコーディネーティングセンター 

青 谷 恵 利 子 先生 

埼玉医科大学国際医療センター         長 谷 川 幸 清 先生 

兵庫県立がんセンター                  長 尾 昌 ニ 先生 

自治医科大学附属病院                   藤 原 寛 行 先生 

 

・講演Ⅰ 

 「がん臨床試験における最先端のデザイン」 

株式会社 H-STAT 代表取締役 

 濱 野 鉄 太 郎 先生 

 

・講演Ⅱ 

 「婦人科がんゲノムプロジェクトの現状とその臨床応用への展望」 

公益財団法人 がん研究会 ゲノムセンター 

次世代がん研究シーズ育成プロジェクト 

森   誠 一 先生 

 

・閉会の辞 

 

 

主催 一般社団法人 北関東婦人科がん臨床試験コンソーシアム（GOTIC） 

  

  

  



第第 2222 回回 GGOOTTIICC 教教育育セセミミナナーー  抄抄録録  

＜講演Ⅰ＞ 

「がん臨床試験における最先端のデザイン」 

株式会社 H-STAT 代表取締役 

 濱 野 鉄 太 郎 先生 

近年のがん治療における化学療法において、分子標的薬やバイオマーカー、オ

ミックス情報は重要な役割を担いつつある。免疫チェックポイント阻害薬の台頭

や、バイオマーカーに基づく個別化医療の実用化によって、すでに一部の領域に

おいて、化学療法の成績に驚くべき改善がもたらされている。化学療法自体が従

来と比して全く新しいコンセプトの中で開発されている現在において、化学療法

を評価するための臨床試験デザインも、必然的に従来の枠組みから外れた、より

柔軟でかつ包括的なものへと変化している。このような流れは婦人科がん領域に

おいても無視できず、既に 2015 年の GCIG においていくつかの革新的デザイ

ンが提案されており、実際に臨床試験が開始しようとしている。がん臨床試験に

携わる者は、グローバルの流れに遅れないためにも、そのような新しい臨床試験

に対して、柔軟かつ正確に理解することが必要である、と考える。そこで、本講

演では、現在の臨床試験における最先端のデザイン、特にエンリッチメント、ア

ダプティブ、アンブレラ、バスケットというデザインについて概説する。 

 

 

＜講演Ⅱ＞ 

「婦人科がんゲノムプロジェクトの現状とその臨床応用への展望」 

公益財団法人 がん研究会 ゲノムセンター 

次世代がん研究シーズ育成プロジェクト 

森  誠 一 先生 

近年急速に発達したゲノムシークエンシング技術により、がん細胞における遺伝

子変異の全てを検出することが可能となった。アメリカでは The Cancer 

Genome Atlas (TCGA) が、国際的な枠組みとしては International Cancer 

Genome Consortium (ICGC) が、50 種類以上のがん種におけるがんゲノムコ

ホート研究を行っている。婦人科領域においては、既に TCGA, オーストラリア

のグループなどから、高悪性度漿液性卵巣がんおよび子宮体がんのゲノム・エピゲ

ノム解析結果が発表されている。これらの努力の結果、がん細胞の増殖や成長に必

須なドライバー遺伝子変異の多くが判明してきている。そのうち一部は、治療効果

や予後と相関することが分かってきた。 

本セミナーでは、このような現況を紹介し、これらの知見をどのように臨床に応

用していくのか、国内外ならびにがん研究会における研究の取り組みも合わせて紹

介したい。 



返信先    GOTIC 事務局 FAX : 049-292-9048 

E-mail : gotic@gotic.jp 

  

 

 

 

 

平成２8 年 1 月 30 日（土）18：30～  

於）大宮ソニックシティ 

               

参加を希望される方は、1 月 15 日（金）までに GOTIC 事務局へ FAX

（049-292-9048）かメール添付（gotic@gotic.jp）にてご返信くださいます

ようお願いいたします。 

          

施 設 名 氏  名 e-mail 

   

   

   

   

   

 

 

[問い合わせ先] 

   GOTIC 事務局 

 〒350-0451 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷５ グランビルⅡ４０１ 

         TEL ： ０４９－２９２－９０４３ 

         FAX ： ０４９－２９２－９０４８ 

         E-mail： gotic@gotic.jp             
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